
問い合わせ先
兵庫県立コウノトリの郷公園
  〒668-0814　豊岡市祥雲寺字二ヶ谷１２８番地

　TEL ： ０７９６-２３-５６６６　   

  FAX ： ０７９６-２３-６５３８

　　 E-mail 　: kounotori@stork.u-hyogo.ac.jp   

     URL    　: http://www.stork.u-hyogo.ac.jp

　　 開園時間 : ９ ： ００～１７ ： ００　　

     休園日　 ： 毎週月曜日 （休日に当たるときはその翌日）　   

     ☆リサイクルペーパーを使用

コウノトリの羽数

飼育コウノトリの羽数

（2008.3.31 現在）

野外にいるコウノトリの羽数

幼鳥

飛べない状態にしたペア
を放鳥拠点で飼育・繁殖
させ、巣立ちした幼鳥を
自由にさせます

方法２
適切な場所から、複数の

個体を一斉に放鳥します

方法１
飛べない状態にした複数の
メスを放鳥拠点で飼育し、
飛翔可能な複数のオスを付
近に放鳥し、繁殖させます

方法４
飛べない状態にした複数の
オスとメスを放鳥拠点で飼
育し、拠点を認知したころ
に自由にさせます

方法３オス メス 合計
コウノトリの郷公園 28 34 62
コウノトリ保護増殖センター 17 18 35
三木放鳥拠点（方法２; H19.9.30着手） 1 1 2

46 53 99

放鳥拠点にいるコウノトリは 「飼育下」 にいるものとし、放鳥拠点から解放もしくは巣立ちをした際に 「放鳥コウノトリ」
として数えます。
したがって、 現在三木放鳥拠点にいる親鳥は 「飼育コウノトリ」 として数え、 繁殖行動が無事に進展した場合、 幼
鳥は巣立ちをもって 「野外にいるコウノトリ」 として数えます。

放鳥、着手、または巣立ちした日 オス メス 不明 合計 オス メス オス メス
方法１ 平成17年9月24日放鳥 2 3 5 1 1 J0290回収、J0232死亡 3
方法４ 平成17年9月30日着手 2 2 2 ペア不成立のため回収
方法２ 平成18年７月14日、21日巣立ち 1 1 2 2
方法１ 平成18年9月23日放鳥 1 2 3 3
方法３ 平成18年9月24日放鳥 2 2 4 4
ー 平成19年5月19日野外で孵化 1 1 平成19年7月31日巣立ち 1
方法１ 平成19年9月22日放鳥 2 1 3 3
方法３ 平成19年9月23日放鳥 1 1 2 2
ー 平成20年3月22日(確認）野外で孵化 3 3 3

合計 9 13 3 25 1 2 1 21

野外
現存数

回収／収容

Ｈ１９年度

放鳥実績／野外での繁殖 死亡
備考実施年度 放鳥方法

Ｈ１７年度

Ｈ１８年度

平成２０年度 子どものための野生復帰講座

平成２０年度 コウノトリ･パークボランティア養成講座について

◆ 対 　象　 者 ： 小学校４年生～中学生

◆ 定　　　 　員 :　　 ３０名

◆ 日 　 　 　程 ： 平成２０年４月～平成２１年３月 （全１０回、各回３時間程度）

◆ 内 　 　 　容 ： コウノトリがすめる場所のフィールド調査、 コウノトリの飼育体験、 ほか

◆ 参　 加 　費 ： 無料　

◆ 保　 険 　料 ： 　  年間５００円

◆ 申 込 方 法 ： 　  ホームページより、 用紙をダウンロードしてお申し込みください

コウノトリの郷公園では、 コウノトリの保護･増殖と野生復帰に取り組んでいます。 コウノトリ野生復帰のフィールドとなる地域の人々は、

かつてコウノトリを育んだ里山をよみがえらせる取組を進めています。「野生復帰講座」に参加して、そのような取組を体験してみませんか？

皆さんの参加をお待ちしています。

平成２０年度コウノトリ･パークボランティア養成講座は、 開催いたしません。 どうぞご了承ください。

主催 :兵庫県立コウノトリの郷公園 /コウノトリ･パークボランティア

コウノトリの郷公園内の西自然観察路入口の看板が、装いも新たに設置されました。

この観察路は全長 1,450ｍで、趣の異なる山道が続き、これからの季節はさまざまな花

の咲き誇るのが見られます。ほんの一部をご紹介すると、東入口から尾根までは、イワナシ、

オオイワカガミ、ショウジョウバカマ、スミレなどの林床植物が、尾根道ではマルバマン

サク（今が見ごろ！）、コバノミツバツツジ、ヤマザクラ、アセビ、キンキマメザクラ、ウ

リカエデが、また、西入口から尾根

にかけては、クロモジ、スミレ、キ

ランソウ、などがこれからどんどん

咲いてきます。お天気の良い日に、

一度散策しにいらっしゃいません

か？

西自然観察路入口の看板新たに！

西自然観察路コース案内図 西自然観察路　東入口 西自然観察路　西入口

放鳥コウノトリの産卵

昨年７月に野外でヒナを巣立たせた放鳥コウノトリのペア（J0228：メス、J0275：オ

ス、図 1参照）が同じ人工巣塔で今年も繁殖行動をしています。３月４日にバケット車

（高所作業車）をあげて巣の中を確認したところ、５つの卵が産まれていました（写真１）。

親鳥は、毎日交代で卵を温めたり、エサを食

べに行ったりしていましたが、３月２１日、く

ちばしでつまんだ卵の殻を、巣の外へポイッと

捨てるところが観察されました。翌２２日にま

たバケット車に乗り、巣の中を観察したところ、

そこには３羽の元気なヒナが孵っていました（写

真２）。望遠レンズで撮影した写真をさらに拡大

してみると、他にも巣の中で全く動かないヒナ

が１羽、巣の縁にはすでに死んでしまったヒナ

が１羽いることが確認できました。３日後、親鳥

は、巣の縁にあったヒナの死体をつまみ出し、捨てました。２８日に再度バケット車か

ら観察したところ、３羽のヒナは順調に生長しているようすでした（写真３）。

さて、ヒナが生まれてからの親鳥は、巣に戻ってくると、食べてきたエサをヒナのた

めに吐き戻して、与えています。３羽ものヒナが待っているとなると、必要なエサの量

も多くなり、親鳥の負担も大きくなります。親鳥が立ち上がったときには、ヒナの頭が

地上からも見えるようになってきました。順調にいけば、５月下旬から６月上旬にかけ

て巣立つことでしょう。

この３羽がそろって巣

立ちを迎えられること

を願っていますが、こ

の先、まだまだ色々な

ことが待ち受けている

かもしれません。

写真１　卵がまんべんなく温められるように、

　　　　ときどきくちばしで転がし向きを変えます

注１：上下のくちばしをカスタ

ネットのように打ちあわせ、カ

タカタと音を出すこと。コウノ

トリのコミュニケーション方法。写真２　３羽のヒナが元気に頭を動かしています。

　　　　また、巣の縁と中とに１羽ずつ、動かない

　　　　ヒナがいました。（３月２２日撮影）

写真３　３羽のヒナがそろって

　　　　クラッタリング（注１）

　　　　（３月２８日撮影）
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放鳥コウノトリたちの繁殖行動がにぎやかになってき

ました。1ヶ月の間に産卵、孵化、新たなペア誕生など

めまぐるしく状況が展開しています。今回は３月１日から２９日までの出来事をお伝えします。

放鳥コウノトリの繁殖
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